
学校番号 １００２ 

令和３年度  家庭科 

 

教科 家庭 科目 
子どもの発達と

保育 
単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 子どもの発達と保育 新訂版（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

児童福祉に関する基本的な知識を身につけるとともに、地域の保育所との交流、保育所実習を経験

することによって、保育士・幼稚園教諭・保育教諭に必要な資質について考え理解する。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・乳幼児の発達段階、保育について理解する。 

・歌遊び・読み聞かせなどを学び、保育所交流や保育所実習に活用できるようにする。 

・保育所実習を行い、子ども一人一人の発達段階に適した環境を整えることの重要さを学ぶ。 

・発達段階を考えた児童文化財を製作する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

子どもの発達と保育、

子どもの福祉など、子

どもの健全な発達と

環境とのかかわりに

関心をもち、子どもと

適切にかかわろうと

している。 

子どもの心身の発達

や生活と遊び、子ども

の人間形成などにつ

いて、現代の家庭や地

域の生活を見つめて

課題を見つけ、その解

決を目指して思考を

深めている。 

実践的・体験的な学

習活動をとおして、

子どもと適切に関わ

ることができ、子ど

もの健全な発達を支

援するために必要な

基礎的・基本的な技

術を身に付けてい

る。 

子どもの発達の特性

や発達過程、保育な

どに関する知識を身

に付けている。 

評
価
方
法 

生徒観察 

授業レポート 

生徒観察 

授業レポート 

定期考査 

生徒観察 

授業レポート 

定期考査 

作品 

実習レポート 

生徒観察 

授業レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４ 

・ 

５ 

・ 

６ 

・ 

７ 

月 

／ 

１０ 

・ 

11 

・ 

12 

月 

子
ど
も
の
保
育 

・保育の意義重要性 

・家庭保育と集団保育 

 

○ 

○ 

  ○ 

○ 

a:保育の重要性や社会の果た

す役割について考えようとし

ている。 

d: 

・子どもの健やかな発達を支え

る保育者の役割と、保育の重

要性や社会の果たす役割につ

いて認識する。 

・保育の第一義的な責任や、そ

れを支える社会の支援が必要

であることを理解している。 

・家庭保育と集団保育の意義を

理解している。 

生徒観察 

授業レポート 

定期考査 

子
ど
も
の
発
達
の
特
性 

・発達と乳幼児期の意義 

・発達と保育環境 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 子どもの心身の発達とその

特徴を、子どもが育つ環境と

関わらせて考えようとしてい

る。 

b:子どもを生み育てることの

意義、乳幼児期の重要性と子

どもの人間形成について、親

や保育者としての態度などを

考えている。 

c:事例研究やロールプレイン

グなどを通して、子どもに対

する親や保育者の働きかけの

方法や、親や保育者としての

態度などをまとめたり、発表

したりすることができる。 

d:  

・乳幼児期は、心身の発達が著

しく、人間形成の基礎を培う

時期であり、子どもの生涯発

達を方向付ける意味で重要で

あることを理解している。 

・子どもの発達には共通性があ

るが、それぞれ個別的な特徴

をもって発達していくことに

ついて理解している。 

生徒観察 

授業レポート 

定期考査 



子
ど
も
の
発
達
の
過
程 

・子どもの発育 

・子どもの精神発達 

・人間関係の発達 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

○ 

○ 

a:乳児期の「愛着」の形成や子

どもの人格形成にかかわる親

の役割について考えようとし

ている。 

b:乳幼児期の重要性と子ども

の人間形成について、保育者

としての関わり方などを考え

ている。 

d:人間形成の基礎となる乳幼

児期は、親による働きかけが

重要であることを理解してい

る。 

生徒観察 

授業レポート 

定期考査 

子
ど
も
の
生
活 

・生活と養護 

・生活習慣の形成 

・健康管理と事故防止 

・子どもの遊び 

・児童文化財の理解 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:生活習慣について具体的な

事例を通して、乳幼児の発

育・発達に即した適切な習慣

形成について考えようとして

いる。 

b:遊びの意義や児童文化の子

どもへの影響について考え、

まとめたり発表したりしてい

る。 

d: 

・子どもの生活の概要を理解し

ている。 

・子どもの発達と遊びや環境と

の関わりについて理解してい

る。 

生徒観察 

授業レポート 

定期考査 

７ 

・ 

８ 

・ 

９ 

月 

／ 

１2 

・ 

１ 

・ 

２ 

月 

・児童文化財製作と実演 ○  ○  a:子どもの発達段階に合わせ

た児童文化財を考えようとし

ている。 

c:子どもの発達、生活と遊びに

ついて調査・観察したことを

活かし、作品製作ができる。 

生徒観察 

作品 



７ 

・ 

８ 

月 

／ 

12 

・ 

１ 

月 

・一日保育所実習（長期休暇

中） 

○  ○ ○ a:実践的・体験的な活動を通し

て、保育に関心をもち、実習

に取り組もうとしている。 

c:保育所での実習で、子どもと

触れ合ったり、子どもの発達

の実際の姿について観察した

りすることができる。 

d:子どもは生活の中で、人との

関わりを通して育つことを理

解している。 

生徒観察 

実習レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


